


キリンの死をいたむ

昭和43年2月7日早朝の乙とです。昨夜室内で

ちょいとしたつまづきがもとで倒れて水槽の角で

頚部を強打したときに骨折して、めすのキリンは

死んでしまいました。乙のキリンの死について皆

綴に御紹介します。

ζのキリンが入国したのはUR和34年4刈で、お

すめす揃ってアフリカからやって来ました。前年

えきれず足をとられて倒れてしまったのです。

死閃調査のための解剖の結果は、盟診の通り第

3第4頚推の！脱臼骨折で、これが直接の死因であ
るζ とは明らかです。又、各臓器、特iζ心冠部脂

肪の腰様変性は著l児で、栄養失調を物語るに充分

で、よくも乙れまで痩削して体もつらかったのに

綬乳を続けたものだと不聞といじらしさを党えま

した。それにもまして私達を失望と落胆させたの
は、第 1＼ワにおける大変なhlのビニーJレの京子袋

の停滞です。私達もキリン｛ζお！fチをやるお客様

‘ 

方lζ、その都度注立し、石板などで

お願いはしているのですが、栄養失一
調の遠因がビ・ニ－｝レの菜子袋Kあ，；－『

たζ とは、何ともやるせない気持で

一杯です。

キリンはたいへん人気があるの

で、餌をもらう回数も多いのですが
お菓子のニオイのついたビニール袋

も食べてしまうのです。
キリンを含めた反雛獣iζは、ど存

知lでしょうが、胃袋が4つに分れて

いて、猛獣のいないまにあわてて食

べた食物を第1刊におさめて、I持か

なととろで再びしllζ出してよく噛ん

で第2宵に送ります。

キリンを亡くしていたジけ！と乙の新

者キリン夫婦によせられた飼育係の

力の入れ方は大変なものでした。 37

年lζは動物園改造5カ年計画のトッ

プiζキリン舎が出来上り、早速入居

しました。広い迎動場と清潔でヒー

ターの完備したモダンな寝室は、乙

のキリン夫婦にすっかり気K入った
のかすぐに安定しました。日 lζ日に

たくましく育っていく姿を見る私達

は、天王寺動物園ではキリンは育ち

にくいといわれたノ｝く年のジンクスを

I放って、今まで実現できなかったお

産も可能ではと思わしめました。そ

して、ついに私達の則的lと終えてく

れたのです。 38年のはじめに、その

きざしが見え、540仁l自の39年5月
6日第 1子のキリーちゃんを立派K
産み落してくれました。そして、40
年10月 5臼リリーちゃん。 42年8月
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キリンなどは、創を二度噛みして

充分lζくだくので、腸全休は絢｜く、

長くなっています。そのために第3
胃lζはくだかれであるていど消化し

死んだお母さんキリンとメリー たものしか進めないようなしくみに

7日メリ ーちゃんといずれもめすを出産しまし

た。育児ぷりも上手で、大阪市民の方々にIJtJ凶50
年にしてキリ ンの親子の陵まじい姿をμて戴く乙

とができ、永年の私i主の基；o:を実現してくれた此m
なキリンなのです。

乙のキリンが第3子のメ リーちゃんを出産して

から、前2回のように産後の体の恢復がすみやか

でないのか、私達の自についたのは昨年11月凶か

らでした。食欲；があったので栄養剤を与えたり、

飼料を増量したり 、 ii~度の調節』ζ特K気を配っ た

りする一方、細菌や扮生虫の検査をたびたび行っ

たのですが、有古閑や寄生虫は検出されず、：Lを

つかむような内に治政の手がかりも借られず、n
々気使う日々を過しておりました。

今年K入ってからも食欲は普通なのですが、痩

削り依復のきざしがJ~ られませんでした。 2 月 6
日早朝lζも運動窃lζ出るときも特lζ変ったととろ

も凡えませんでしたが、夕方室内IC収容してから

普通の健康休ならば（11Jで・もないつまづきに休を玄

なっています。ビニーJレは軟いようですが、胃液

にあうと少し硬くなりますからなおさら進めませ
ん。また、わらと迷う ビニールをキリンの歯列で

はかみきる乙とはできません。乙うして長い間iと

たまったビニール英

子袋が胃内に充満し

て消化障：！！？をお乙し

ていたのです。

どうか持さん、動物’
たちに乙うした菓子

袋や袋物を与えない " 
ようにして下さい。

乙のキリンのお付

さんは地下でメリー

ちゃんがJI.派lζ成長

するζ とを祈ってい

る乙とでしょう。

（松 11(,jxu：、爾）
白から11¥てきたビニーノレ
菓子袋の山
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キリンを育てて

私がキリンの飼育をてがけるようになったのは

約9年前からで、ちょうど今のキリンの親が入国

してきたときでした。 ζれまで天王寺動物聞に入

ったキリンは大変短命iζ終っていたので、何とか

長生きさせ紫勉を計りたいと伏心して一生懸命や

ってきました。

キリンは、アフリカ産の他の反雛獣よりはるか

！と冬の容さに弱く 、特lζ風をきらいます。だから

冬の気対＂ ζは充分注意し、そのIJ、屋外運動屈に

出すかどうかとか、夜間の室前の翻1長lζ注芯を払

います。冬の室温は 14°c にしています。日本の

真夏のむし暑さも苦手のようで、 日蔭も必要で

す。

キリンはl胞病で敏感かっ弱い動物であるという

ことはすでに御承~~］と思います。 キリンの日常の

動作をよく観察するととが大切です。それで、寝

室から:illi!WJ場に出すときには、迎動}J;jlζ異常がな

いかどうかよく点検します。次』ζキリンの自の張

り’注；＼；！：.）J、活発性や反鋭の状態をよく見ます。

又、外傷や寝ちがいなどの足の故障がないかを見

J_r ます。キリンでも他の動物でも、休ID：の重い動物

。 は足の病気が致命傷となるととが多いので常凶

意が必要です。

次に餌ですが、 1年ほど前から問形飼料（ペ

レγ ト）に切りかえました。しかし、できるだけ

多積類の餌を与えるほうがよいようで、応鈴薯、

人参、玉ネギ、むした大豆、 オカラ 、 カJレシウ

ム、塩も与えています。

餌の与えブjですが、呑は山刀ー飼料（ペレット 、

家畜配合飼料など）を少なくします。容の青草を

早やめにやると失敗する乙とが多いので、除々に

地やすように心がけます。 E；は政J!.i：飼料を少な

く、背r;I，人参、根菜類を多く与えます。秋もだ

いたい夏と同じですが、秋iζなる と新鮮な草が少

なくなるので、濃厚飼料を増やしてやるようにし

ます。

冬は、濃厚飼料を多く与えます。特lζヌカやフ

ス？などを多く与えます。又、冬は運動が不足に

なりがちで、7]<も多く飲まないようになるのです

が、それだからといって濃厚飼料を減らしてはな

りません。 キリンの飼い方もちょう ど凶畑の麦の

ようなもので、麦は選iζ肥料をやらなければ大き

くならないのと同様に、冬にどんどん食い込ま し

ておかねばなりません。私はキリンlとは特にその

!lぷを傑くしました。

餌は朝夕 2固に分けて、朝lと4分、タtζ6分の

i止を与えました。必ず1頭 1頭を分けて与え、そ

の日 その日の食べぶりを見る乙とが俗康状態を見

るキーポイントになるのではないでしょうか。

キリンでも他の動物でも、健康なものは、毛lζ

光沢ができて美しくなります。キリンはコーヒ一

色になり、あみ自がうき出してきます。又、胸前

もガーノチリしてたくましくなります。

キリンのお回さんは、不幸な乙とに死L.:しまし

たが、第1子の キリーちゃんがたく ましく成長

し、 うまくゆくと米年5月におめでたの予定で

す。私は初孫をみるHがたのしみでがんばりたい

と患います。 （泰必好雄）
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動助国クラフ
“雪 の 日の動 物たち H

ζの冬は大変~く 、 2 月 lζは毎日引が降る n が続き

ました。 とんなと きは動物はどうして過ごしているで

しょう。 皆さんには珍らしい雪の日の動物たちを御紛

介 しましょう。

↑ 
ヒ グ マ

雪が大変なつかしいのか・:;r.・の上をζ ろげまわっ

たり、体をとすりつけたりしていました。

シロクマ ↓

Y判例
2月動物園日記

1. トラ11'.:tかちゃんが2頭も＇！：まれましたが 、興mした母親が
食べてしまいました。

カパのおすが入国しました。

5. i'\：~~J切を迎えて老令のエ ミュ－ 11:パネノレヒ ータ ーをひいて
やりました。

6・7 レーじゃ乙うね乙11:3 ll£の亦ちゃんがιI:まれました。

キリンの母親が生後6カJlの赤ちゃんを残して死ICました。

7.キリンの解剖を行いましたら、le／の中からたくさんなピニ

4 

←カモシカ放飼ii

一面の銀世界です。

ハナシカも；起そうです。

＿，レifl＇・袋カ＞1'11てきました。

←クジャク

j乏くのびた

美しい尾の上

ICも必の淡＇！；・

がつもりまし

た。

8.キリンの亦ちゃんは脱脂粉乳のミルクで育てる乙とにしま

した。幸い点んで飲みホッとさせました。

9. ピュー7の亦ちゃんは動物交換のためILl闘しました。

10.さびしくなっていたフラミンゴ池！と放すためICチリ ーフラ

ミンゴ3羽が入闘しました。

11. 卜カラウ 7が1頭生まれましたが、初慌の母親がお乳を与
えません。ひきとって人工J111i乳をしましたが、5円§lie惜

しくも死んでしまいました。

14.珍らしいオース トラリア産のナナクサインコが一番入闘し

↑アシカ

←ヒ トコブラクダ

熱いサパクから来たラ

クダさん’qをそっとなめ

ています。

」E’

クロサイ

l次勺ICも元気｛ζ外で必りまわっています。

日本庭園

恐．立の背中reもれいわたぼ

うし。

ハクチョウは1狩かroJ<Hiiを

すべっていました。

氷のはった池にとびとんでぶ気ーパイ ト ラ ’ム’なんか平気。広い運動協で

』 はしゃぎまわっています。

ました。

15.吹雪があり動物園はー而の銀世界となりました。

17.バーバリ ージープの仔は寒さの衰弱がひどく死亡しました

19.インドくろかもしかが不節外れのおmをしましたが、2かち
ゃんは！isi＜死ICました。

さいがあやまって掘！とおちましたが、1！！門叫E救出しました。

24. かば舎のガラスが夜の問Iζζわされ、nJ,i田中なので大急ぎ

で入れ将えてやりました。

1頭だけ残っていたハリネズミが死にました。

かばの家の脳外ill!動場－がお工されました。米、Illかば舎の

5 

とり乙わし工事も始められました。

25. トラが交jさしていましたが、うまくゆくと 6JJ13rl切には

おめでたの予定です。

26. コウノト リの巣hに新しく Jj1材をいれてやりました。

日本！走の池でコフ’ハクチョウが産卵し、抱いています。
29.ζの1週間ほど似a；町小三；のちらつく本い日が続きました

が、やっと手年なみのn21かさになり、キリンイt干の佼問暖房
もljJ止しました。



ツルの渡来地を訪ねて
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動物園ニュース

大 リカオ ンに花嫁さん

llll和39年12)J ic：：大阪Thの姉妹一占~）市であるサンフランシ

スコ市からl!f'Iられた4頭のリカオン（いずれもおす） Iζ 

なんとか花嫁をとかねてから彼し続けていましたが、や

っとこの3J:I 2日lζアフ リカのプレトリア動物園から入

国してきました。

今はよりぬきのおすと夫婦になって赤ちゃんが生まれ

るのが期待されています。

リカオン

会圏内舗装工事始まる

北闘の入園者通路は米市ll袋で、J）や風の強い呑秋など

は砂ぽとりが強く、雨の日は1尼んζ道となって足もとを

よどすなど評判がよくなかったし、むきII＼した小石を動

物lζ投げたりする不心得な入園者もあったので、 これを

全面舗装する ζ とになり、 ζ のほど工’J~にかかりまし

た。

大かばのおすが入国しました

走行しいかばの家ができて、花む乙のおとし入れをまっ

ていましたが、 2月 1口11::姫路の動物儲からやってきま

した。天王寺動物園では、 i弘前戦後を通じてかばがお

す、めすjfJljったζとがなかったので、大変説ばしいζ と

です。今はまだお見合いi:jJで、屋外運動場ができ次第一

しょにして皆さんにお回見得したいと思っています。

女動物総合慰霊祭行われる

3月20日本分の日、ょうやく在らしくなってきた園内

の動物慰霊仰の前で、恒例の動物総合慰笠祭が行われま

した。乙の1年間動物園で死んだ 192匹の動物たちで、

乙の中には、戦後初めての1it獣として入国したライオン
たけし

の憶や、乙の前亡くなったキ リンのお母さんもまつられ

ました。動物代表として、チンパンジーのヨーコ ちゃん

が鋭芥しました。また、ζ の内界が何日｝j）（送で放送され

ました。

大春の動物固まつり行事予定

昭利J43年度、容の動物園まつり’J が 5JJ 1日から31日

までの1カ月日＼］行われます。

主な内容は、日H提祝日を主体11::小人入場者先手守1000名

lζおみやげプ（；／ゼン卜、その内で抽せんICより十姉妹を

プレゼン トそれ11::毎年恒例のゾウの目方を計る会、ま

た、キャッ トオシャレショウ、犬の訓練ショウ、動物の

人気投禁等盛り沢山の催し物をど用意しています。

。／.；；－~／.；7¢,,e:•/.:7<信：：＞＜；；＜；：〆C~Y.~，.；耕三ξ，／.；7¢,,<;V.~ペメX；〆：＇／C，，：；：’ ：／.0

表紙の写真説明

おおさいちょう

熱帯アフリカの森林地帯の樹の上ICすんでいま

す。果実、照虫類、 ネズミなどの小動物を食べま

す。さいの戸！のようなカプ ト（中は岱洞〕があるの

で乙の名があります。

。唱Yペ；〆~.；断~／句。<:;Y/.;;/.;¥.;vt：；＜：争¢＞。々／みく）／.；；－.~／.；；／.みく；＞／.：ンノ~，
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あっちの友迷、こっちわ友達

みんな たテケ ・テケミを若ています。

色がすっごくきれいです。

内外の子fJ~JJb[ ミテケ ・ テケミ を務ょう－~＇

おM
踏1蓮華町吋ま羊蹄ミ司lt""t.. 

ふJ£Jト－＃ッヲヌ

肉舛衣料開品械式会社


